
/

、      (20× 20) 日本I‖際問題●F究所賜t稿 用紙



／
´

(20× 20) 日本国際問題研究所易t稿用紙



,1悔場乙1_、 1主

げDl,lヶニ

_:夕,ID_墓

5』  |

:″_llこ 1,

一
歩
一猿

一　
つ
一

一
‥

≠〓
を
重
」

Ｉ
”
一

一　
９
一

一ロ

(20× 20) 日本国際問題研究所原稿用紙



― ―

―

/

●
一
”
〓
―

一一省^
一

'lk:二

:L

■11■ ,1_
1    1~~  r ― ―

日本[J際問 ltl l研 究所原稿用紙



４
、

'ZI:字

:夕:ふ

翼i′了

`2_

奮蒻
・
向|

雛多問I

秋
々
場
考

慮
モ
～

ア
ん

・ |´ |ス lt i雛

場 力|ぅ |´ |フ

,:な 1場|がっ
:…毛・

‐
オ|力・

(20× 20) 日本1可際問題研究所原fii用 紙



研究lli,1稿 サ|

gη協房レ業□



偽どγti争 7夕し:減凝
1)。 ≒ づ ず

Ю
｛動
”ノ

H4(1月 際 ||ll題 l lF究 1折 原ll用 紙

/ヾ
｀
をっ`魯 つヽ ♪



１

‐

，

‐

以下tt要約 (約 10枚で執筆中)

(Ⅲ )国 内関連施設の役割とそれに応 じた整備の必要性

・ 原研 (高崎研――将来RegiOnalセ ンターとなる可能性 )

(研修所 )

・ 動燃 (探鉱部門など)

・ 民間および公益法人

(訓練センター)

(工学センター、解析センターなど)

・ 大学 (各大学 )

東大のようなところに途上国との「共同研究」という形で一括予

算計上 しておぃて、研修等を行 う各大学の途上国協力の経費にあ

てるなどの方法が考えられる。

・ 語学研修 (JAICA、 筑波大 )

(Ⅳ ) その他

ことでは、附随して考慮すべき事項一一たとえば途上国からの研

修生に「資格」を与えることなど――を記述する。さらに途上国

との協力では、相手国の適切な人 (権限、人格)をみつけて、そ

の人 との協力の積上げが重要なこと、また日本側としては途上国

協力の担当者 (専任でな くとも)を上記各機関に置 くこと、又日

本からこれらの国へ派遣の人材養成 (適応訓練)の重要性をのベ

る。
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